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それぞれのサービス毎に多種多様でハイレベルなサービス要件（リア

ルタイム、ダイナミック、リモート、セキュア等）が求められること

となる。 

上述の AI と革新的ネットワークの掛け合わせによるプラットフォ

ームを構築するためには、通信ネットワークの大容量化に対応するた

めの光通信技術の高度化に加え、「AI によるエッジの最適自動化技

術」、「スライスの設計・運用・管理自動化技術」、「暗号化したままで

の高速データ分析技術」の研究開発を実施し、革新的 IoT/BD/AIネッ

トワーク基盤の確立を図るとともに、多様な分野で AI サービス提供

者、ユーザ企業等との協業を図っていくことが必要である。これによ

り、日本のネットワーク事業者、ベンダの Society5.0時代の新たなプ

ラットフォーマーとしての国際競争力の強化に寄与することが重要

である。 

 

【具体的な取組、今後の方向性】 

◎革新的 IoT/BD/AIネットワーク基盤の確立を図るため、 

・ AIによるエッジ制御・ルーティングの自動最適化技術 

・ スライスの設計・運用・管理自動化技術 

・ 暗号化したままでの高速データ分析技術 

の研究開発を推進 

◎ 革新的 IoT/BD/AI ネットワーク基盤をもとに、多様な分野で、AI

サービス提供者、ユーザ企業等と協業することで社会実装を推進し、

新たなプラットフォーム機能の提供を目指す 

成長戦略フォローア

ップ 2019（令和元年 6

月 21日閣議決定） 

８．Society 5.0 実現に向けたイノベーション・エコシステムの構

築 

（２）新たに講ずべき具体的施策 

ⅰ）自律的なイノベーション・エコシステムの構築 

② 高等教育・研究改革 

ウ）戦略的な研究開発の推進 

・「AI 戦略 2019」（令和元年６月 11 日統合イノベーション戦略推進

会議決定）に基づき、人材育成や研究開発、社会実装に向けた取組等

を推進する。 

統合イノベーション

戦略 2019（令和元年 6

月 21日閣議決定） 

第Ⅱ部 

第５章 特に取組を強化すべき主要分野 

（１）ＡＩ技術 

②目標達成に向けた施策・対応策 

＜研究開発＞ 

〇 ＡＩに関する中核研究プログラムを立ち上げ、ＡＩの基盤的・融

合的な研究開発を推進する。 

ＡＩ戦略2019（令和元

6 月 11 日統合イノベ

ーション戦略推進会

議決定） 

Ⅲ．産業・社会の基盤作り 

Ⅲ－２ データ関連基盤整備 

（３）ネットワーク 

＜具体目標２＞ 
日本全国でＡＩの活用が可能となるためのネットワーク基盤の高度

化と安全・信頼性の確保 

（取組） 

革新的ＡＩネットワーク統合基盤技術の研究開発（障害対応の自動化

技術、ネットワーク設計の自動化技術）（2020 年度） 

 

（３）目標の達成状況 
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おいて計算資源の調停・SFC再構成案を自動的に算出する学習モデルを確立した。計算資源

の自動調停では、長期・短期学習を連携した 2段階学習を開発し、資源需要の過少予測を既

存の学習より約 10%軽減して調停回数を 1割削減した。また、事前のデータ重要度解析によ

り学習データを削減することで、学習時間を 57%短縮させた。SFCの自動再構成では、注意

機構(Attention)を備えた機械学習モデルでその解を学習することにより、既存手法に比べ

て、学習時間を 1/3に短縮することができた。また、大規模 SFC基盤では学習データの作成

に時間を要するため、学習データを分割して複数の AIが分担学習することで学習時間の短

縮を図るとともに、各 AI間を調整する統括 AIを導入した移行/再構成技術を確立し、広域

レベルにおける 20%の負荷分散を達成した。 

 

 

ネットワーク状態分析技術は、ネットワーク障害要因解析と障害予兆検出を実現する AI

によるネットワーク品質分析技術並びにネットワーク障害要因解析と障害予兆検出を実現

する AIによる運用業務抽出・実行技術から成り、ネットワーク品質分析技術は、障害予兆

検知 AI及び障害要因解析 AIを開発し、大量のデータ生成、低レイヤ含むデータ収集、時系

列差分によるデータ前処理を経て得られたデータセットを用いて分析エンジンに適用し、

90%超の障害要因特定精度を確認した。運用業務抽出・実行技術は、復旧手順推定 AIを開発

し、商用ネットワークへの適用時に再学習を発生させないために、AI モデルを復旧手順毎

に作成する学習を適用し、さらに、学習データ前処理を加えることで正当率を向上させ、90%

超の復旧手順正解率を確認した。 

 
 

AI によるネッ

トワークサー

ビス自動最適

運用制御技術 

全国 8 拠点を含む企業ネットワークを模擬した SD-WAN（Software-defined Wide Area 

Network）環境を NICTテストベッドに構築して検証を行い、サービス要件提示からネットワ

ーク要件定義までにかかる時間を従来の 1/5 以下、ネットワーク要件からネットワーク設

計完了までを 10分で完了させるネットワークサービス自動最適運用制御技術を実現した。 

                                                   
ス機能チェインを構築する技術。 
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開発したネットワークサービス自動最適運用制御技術は、AI ネットワークリソース最適

化技術及びネットワークサービス設計制御・更新技術で構成される。AI ネットワークリソ

ース最適化技術は、ユーザが求めるサービス要件に対する要件定義を行うとともに、サービ

ス品質の指標化を行い、変動する必要リソースとネットワークリソースとのギャップを分

析し、柔軟にリソース配分を行う最適な協調制御モデルを確立することを目的としている。

そのために従来技術にはないサービス要件をもとに、ナレッジベースで作られたネットワ

ーク要件モデルから最も適したモデルを自動選定するサービス要件分析システムを開発し、

複数 AIスタッキング方式を適用することで、80％以上のモデル選定率を達成することによ

り、従来の人手によって 3 週間を要したネットワーク要件策定を 1/5 以下の時間で完了さ

せることを実現した。 

 

ネットワークサービス設計制御・更新技術は、最適なリソース設計を自動的に行うことを

可能とする設計制御モデルを構築するとともに、運用状況に応じた学習モデルとネットワ

ーク設定の更新技術を実現すべく、ネットワーク要件の実現方法に関するパターンを組合

せて数万種以上の設計案を生成し、多様な要件に対して柔軟に設計を導出する基盤技術並

びに設計案の構造的な特徴を捉えて設計案の良さを推定して探索範囲を絞込み、ネットワ

ーク設計を自律的に 100倍高速化する AI技術を確立した。また、設計結果全体だけでなく、

各部分個別に評価を行いフィードバックする独自手法を開発し、学習時間を 1/10に短縮さ

せ、新規部品導入時の再学習を容易化するとともに、長期的なトラフィック変動の傾向分析

結果に基づく再設計により、長期的なコスト対効果を改善させるオートヒーリングを実現

した。これらの確立した技術により従来人手で 1 カ月を要していた SD-WAN の設計を 10 分

程度で完了させることを実現した。 
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データ連携に

よるネットワ

ーク機能動的

制御技術 

今後のトラヒック増加の主な要因と想定されるオンデマンド配信サービスと IoT サービ

スのユースケースを設定し、それぞれのユースケースにおいて NICTテストベッド上にデー

タ連携基盤技術及びデータ連携処理技術の環境を構築し、AI によるネットワーク運用技術

及び AIによるネットワークサービス自動最適運用制御技術と連携した検証を行い、データ

連携によるネットワーク機能動的制御技術を実現した。 

オンデマンド配信サービスのユースケースでは、ネットワークの逼迫やサーバ処理能力

の低下が起因してネットワーク上で通信遅延や損失が発生し、映像視聴が乱れる事象が発

生する課題に対して、キャッシュサーバ切り替えに必要な連携 APIを設計することにより、

AIネットワーク基盤とデータ連携するキャッシュ制御システムを確立した。本技術を用い、

全国規模を模擬した検証環境を NICT・民間連携テストベッドに構築し、データ連携の実証

を行った。その結果、新規視聴数のうち映像の乱れが発生する 93%に対し、映像の乱れの無

い状態に改善できることを確認し、有効性を示した。 
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https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html 

○科学技術イノベーション総合戦略 2017（平成 29年６月閣議決定） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/sogosenryaku/2017.html 

○新たな情報通信技術戦略の在り方 第三次中間答申（平成 29年７月情報通信審議会答申） 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin03_02000216.html 

○成長戦略フォローアップ 2019（令和元年 6月 5日閣議決定） 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/fu2019.pdf 

○統合イノベーション戦略 2019（令和元年 6月 21日閣議決定） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/index.html 

○ＡＩ戦略 2019（令和元 6月 11 日統合イノベーション戦略推進会議決定） 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ai_senryaku/pdf/aistratagy2019.pdf 

○ 情報通信技術の研究開発の評価について 

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictR-D/091027_1.html 

 

 


